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褒めても 褒めても 褒めたりない 子どもたち

奇跡的に生まれ

奇跡的に育ってきた

いろいろな人の助けがあったのは事実

それでも

なんとか生きて来られた

だから 存在そのものが

褒めても褒めても褒めたりない 子どもたちなんです

命という視点では

大人も子ども 対等

横のつながりです

縦のつながりだけの考えではいつか窮屈になります

私たちの周りは、比べられる縦の関係が主役になっています

でも、これからは横の関係を理解した人が

心豊かに暮らせる社会になっていくでしょう

そのトレーニングをいつどこでできたかが

その人の厚さになります

何ごとも始めるのに遅いということはありません。

[エピソード] 中学の担任の先生が、始業式の日にクラス全員に言った言葉です。苦手な科目でも前向きに取り組もう！と思うきっかけとなりました。

神奈川県「しまうまこ」さん（４０歳）年齢は上手に重ねたいです。格好よく、素敵な人生を どんな生き方が幸せかわかりませんがすっきりした毎日を

過ごせたら良いですよね。何ごとも始めるきっかけを、自分から発信できる人は成功しても失敗しても、次につながるような気がします。あれこれ、熟

知してから行動を起こすタイプでも、直感で行動するタイプでも・・・周りの様子を見て行動するタイプでも・・・最終的にその行動を起こそうと判断した

のは自分です。その連続的な毎日が、その人の年齢の質を高めています。そんな意味で、その行動が遅いということはないかもしれませんね。

１学期の最終週となります。

8/7の終業式に向けて、個別

指導計画の振り返り用紙を

封書でお渡しします。ケース

会議などで修正した内容も

含まれています。訂正等が

あれば、お知らせください。

次回までに修正させていた

だきます。
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